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Ｒ６年Ｒ６年

定例会定例会
第2回第2回

会 期
6月 4日から
6月19日まで

専決処分承認
４件

R6年度補正予算
２件

人事案件
１件

条例改正
1件

規約の変更
1件

すべて原案
どおり可決

◆賛否の分かれた議案等

議
案
番
号

件　
名

議
決
結
果

議　員　名

森
田　
　
健

内
海
雄
一
郎

小
河
原
利
一
郎

三
次　
雅
子

圷　
　
司
一

髙
村　
　
功

小
原　
明
彦

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

議案
第41号

茨城県後期高齢者医
療広域連合規約の変
更について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

○：賛成　　●：反対　※『－』：議長は採決に加わりません。

令和６年第２回定例会議決一覧
議案番号 件　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第36号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第37号
専決処分の承認を求めることについて

（常陸大宮市過疎地域の持続的発展支援のための固定資
産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例）

－ 承認

議案第38号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第39号 専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度常陸大宮市一般会計補正予算（第１号）） － 承認

議案第40号 常陸大宮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第41号 茨城県後期高齢者医療広域連合規約の変更について － 可決

議案第42号 令和６年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第43号 令和６年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 予算決算 可決

議案第44号 監査委員の選任について － 同意

あなたが出された請願・陳情は！請願・陳情は！請願・陳情は！請願・陳情は！
番号 件　　名 提出者 紹介議員 付託委員会 結果
請願

第R6-1号
照山区内市道30601号線の改良
整備に関する請願

常陸大宮市照山
渡邊　克美　ほか11人 岡﨑　欣也 経済建設 採択

請願

常陸大宮市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
　特定教育・保育施設等におけるアナログ規制の見直しに係る改正が行われたこ
とを受け、同府令に準じた措置を講じるため、条例の一部を改正するものです。
施行期日　令和６年７月１日

議案第40号
条例改正条例改正
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常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up

議案第40号    常陸大宮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

Ｑ　施設の重要事項について書面を掲示することに加え、インターネッ
トを利用してホームページ等でも公衆の閲覧に供しますが、具体的
な内容は。

Ａ　重要事項については、下記のとおりです。
　　1.設置者の氏名及び名称及び施設管理者の氏名
　　2.建物その他の設備の規模及び構造
　　3.施設の名称及び所在地
　　4.事業の開始した年月日
　　5.開設時期
　　6.利用者の負担額等
　　7.入所定員
　　8.保育士その他職員の配置数
　　9.保育する乳幼児に関して契約している保険の種類等

◎大貫　道夫　○岡﨑　欣也
　武石　寿長　　三次　弘史　　小河原　利一郎　　森田　　健� ◎委員長　○副委員長文教福祉文教福祉

令和６年度補正予算
会計名 補正額

一般会計（第２号） 6億9,954万円

国民健康保険特別会計（第１号） 559万円

主な内容主な内容

一般会計（第２号）
●定額減税一体的支援給付金事業　　4億5,139万円
新たに定額減税一体的支援給付金の対象となった方への支給分及び児童手当制度改正実施円滑化
事業費を計上するもの
●ワクチン接種助成事業　　　　　　1億3,332万円
新型コロナウイルスワクチン接種助成に係る経費を計上するもの

このほか、畜産堆肥循環型農業団地形成モデル事業補助金3,800万円、常陸大宮市振興財団出損
金5,000万円計上などがありました。

国民健康保険特別会計（第１号）
●国民健康保険システム改修事業　　264万円
マイナンバーカードと健康保険証の一体化に係るシステム改修委託料を計上するもの

＊�こども家庭庁のホームページより
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〈
名
称
〉
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

〈
定
数
〉
１７
名
（
議
長
を
除
く
）

〈
委
員
構
成
〉

　
委
員
長
：
大
貫
道
夫　
副
委
員
長
：
三
次
弘
史

　
ほ
か
委
員　
１７
名
（
議
員
辞
職
２
名
、

新
た
に
選
任
２
名
含
む
）

〈
目
的
〉

　
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
議
会
の
機
能
強
化
に
関
す
る

調
査
、
検
討
を
行
う
。

〈
調
査
の
経
過
〉

　

令
和
４
年
９
月
2１
日
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
計
2６
回
実
施
し
た
。

〈
調
査
の
概
要
〉

１　
調
査
項
目
に
つ
い
て

⑴　
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た
め
の
議
会
改
革

　
ア　
議
会
の
発
信
機
能
の
向
上

　
イ　
多
く
の
人
が
議
会
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
取
組

⑵　
議
会
の
機
能
強
化
を
す
る
た
め
の
議
会
改
革

　
ア　
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
イ　
議
会
の
発
信
機
能
の
充
実

　
ウ　
議
会
の
情
報
収
集
機
能
の
拡
充

　
エ　
議
会
事
務
局
の
調
査
機
能
等
の
充
実

　
オ　
議
会
の
あ
り
方
、
将
来
展
望　
　

２　
協
議
内
容
と
結
果
に
つ
い
て

⑴　
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　

�　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
分
科
会（
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
）
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
案

と
し
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク�

、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開

設
す
る
こ
と
。
X
（
エ
ッ
ク
ス
）（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
は

時
期
を
見
て
開
設
す
る
こ
と
で
協
議
し
、
実
施
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

⑵　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て

　

�　
委
員
会
を
招
集
す
る
場
所
に
参
集
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
お
い
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
会
議
」
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
総
務
省
通
知
に

よ
り
、「
一
般
質
問
」
に
つ
い
て
も
導
入
を
決
し
た
。

⑶　
政
策
提
言
等
に
つ
い
て

　

�　
執
行
部
に
対
し
政
策
立
案
・
提
言
等
を
行
え
る
議
会

に
す
る
た
め
、
簡
素
で
機
動
的
な
組
織
「
仮
称　
チ
ー

ム
大
宮
」
を
試
行
的
に
は
早
い
段
階
に
実
施
す
る
。

⑷　
本
会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
に
つ
い
て

　

�　
現
在
は
、
一
般
質
問
を
録
画
配
信
し
て
い
る
が
、
今

後
、
本
会
議
等
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ブ
中
継
を
可
能
な
限

り
速
や
か
に
取
り
組
む
。

⑸　
休
日
・
夜
間
の
議
会
開
催
に
つ
い
て

　

�　
茨
城
県
議
会
が
既
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
方
制
度

調
査
会
等
か
ら
の
提
言
も
あ
り
、
検
討
課
題
で
あ
る
が
、

執
行
部
と
の
関
わ
り
も
あ
る
た
め
、協
議
が
必
要
で
あ
る
。

⑹　
議
会
事
務
局
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

　

�　
現
在
は
、
５
名
定
数
で
、
議
事
の
運
営
や
調
査
に
従

事
し
、
そ
の
業
務
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
議
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
議
員
の
多
様
な
議
会
活
動
の
支
援
等
、

幅
広
い
業
務
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
人
的
・
財
政

的
支
援
を
要
望
す
る
。

⑺　
議
員
の
定
数
等
に
つ
い
て

　

�　
議
員
の
定
数
等
に
つ
い
て
は
、
分
科
会
を
開
催
す
る

な
ど
多
く
に
時
間
を
割
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
の
議
会

改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
の
決
定
は
見
送
る
こ
と
と
し

た
。

３　
お
わ
り
に

　
本
議
会
と
し
て
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た

め
に
、
議
会
の
権
能
を
活
用
し
、
議
会
の
充
実
・
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
の
豊
か
な
生
活
や
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
」
調
査
報
告

「
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
」
調
査
報
告
（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）

常陸大宮市議会
F a c e b o o kF a c e b o o k
I n s t a g r a mI n s t a g r a m
　市議会では、ＩＣＴ化を推進し、議
会を身近に感じていただけるよう、情
報発信をしています。
　ぜひ、ご覧ください

Facebook Instagram
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一般質問一般質問

市
政
市
政
をを
問問
うう

今回10人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

森田　健  議員　� 　Ｐ6
◇市立小中学校で使う教科書の単独採択について
◇ガンマーフィールドの活用について

大貫　道夫  議員　� 　Ｐ7
◇人口戦略会議（民間有識者で作る会議）の分析について
◇円高・円安による本市の影響
◇農業の構造的変化について
������

髙村　功  議員　� 　Ｐ8
◇教科書単独採択について
◇地域公共交通について

三次　弘史  議員　� 　Ｐ9
◇２期目の市政運営について
◇人口減少対策について
◇要望書の取り扱いについて

小原　明彦  議員　� 　Ｐ10
◇地域振興について
◇医療と健康づくりについて
◇学校教育行政について

髙村　和郎  議員　� 　Ｐ11
◇単身高齢者対策について
◇農地の利活用について

岡﨑　欣也  議員　� 　Ｐ12
◇令和６年度施政方針について

三次　雅子  議員　� 　Ｐ13
◇教科書単独採択について
◇泉坂下遺跡と出土遺物について
◇かわプラザ周辺の交通渋滞の緩和について

𠮷川　美保  議員　� 　Ｐ14
◇保健福祉行政について
◇人口ビジョンと市政課題について

小河原　利一郎  議員　� 　Ｐ15
◇政策目標について
◇不妊治療費助成事業について
◇交通安全対策補助制度（地区内連携）について

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全般に
わたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　質問をして、事実関係を明らかにするだけではなく、現行の政策
についても見直しを行い、新規政策を提言する重要な活動です。

一般質問とは…一般質問とは…
◇�一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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一 般 質 問

※�録画配信をご覧
いただけます。

その他の質問

議員

・
県
道
長
沢
水
戸
線
及
び
県
道
門

井
山
方
線
の
整
備
に
つ
い
て

森田　健

市
立
小
中
学
校
で

使
う
教
科
書
の
単

独
採
択
に
つ
い
て

教
育
長
／
単
独
採
択
で

教
育
活
動
が
よ
り
一
層

充
実

　
市
立
小
中
学
校
で
使
う
教
科

書
の
選
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
*1
共
同
採
択
か
ら
本
市

の
み
の
単
独
採
択
に
変
更
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国

で
、
い
わ
ゆ
る
単
独
採
択
地
区

の
割
合
は
何
％
で
し
ょ
う
か
。

全
採
択
地
区

（
5
8
1
）
に

占
め
る
単
独
採
択
地
区（
2
6
8
）

の
割
合
は
4６
・
1
％
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
本
市
が
参
加
し
て

い
た
共
同
採
択
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
日
程
で
採
択
が
進

め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

	

採
択
の
た
め

の
協
議
会

は
、
各
市
町
村
か
ら
出
席
す
る

１６
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
採

択
に
当
た
っ
て
は
３
分
の
２
以

上
の
出
席
が
必
要
な
た
め
、
委

員
の
日
程
の
調
整
上
、
１
日
間

の
み
で
の
開
催
で
し
た
。

　
本
市
で
単
独
採
択
が
決
ま
っ

た
意
義
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
が

本
市
の
今
後
の
教
育
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

多
く
の
教
員

が
ほ
と
ん
ど

の
教
科
書
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
こ
と
で
、
一
社
の
教
科
書

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
様
々
な

観
点
か
ら
授
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を
担

う
本
市
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

必
要
な
力
を
育
む
教
育
活
動
が

よ
り
一
層
充
実
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。

ガ
ン
マ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
の
活
用
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
長
／
施
設
が

撤
退
と
な
る
場
合
に
は
跡

地
利
用
の
可
能
性
を
検
討

　
本
市
の
上
村
田
地
区
に
は
、

植
物
の
品
種
改
良
を
行
う
放
射

線
育
種
場
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ン

マ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、
*2

農
研
機
構
が
こ
れ
を
運
営
し
て

き
ま
し
た
。
約
60
年
前
に
ガ
ン

マ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
上
村
田
の

地
に
置
か
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

当
時
の
大
宮

町
及
び
大
宮

町
議
会
が
国
へ
誘
致
陳
情
や
協

力
誓
約
書
を
提
出
し
、
最
終
的

に
は
、
町
を
あ
げ
て
誘
致
活
動

を
し
た
こ
と
や
東
京
か
ら
日
帰

り
で
き
る
立
地
条
件
等
が
要
因

と
な
り
、
大
宮
町
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ガ
ン
マ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
、
本
市
に
関
連

し
た
独
自
の
も
の
を
生
み
出
し

た
例
は
あ
り
ま
す
か
。

稲
や
梨
の
品

種
改
良
の
成

果
は
全
国
的
に
も
名
高
い
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
市
に
も
た
ら
し

た
経
済
効
果
は
多
大
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
大
宮
町
の
花

「
ば
ら
」
の
品
種
改
良
に
つ
い
て

町
か
ら
協
力
依
頼
を
し
、
現
在

で
も
市
内
の
学
校
や
道
の
駅
、

個
人
宅
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、ガ
ン
マ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

は
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
放
射

線
照
射
業
務
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
全
世
界
的
に
人
口

が
爆
発
し
て
食
糧
危
機
が
発
生

す
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
農
業

や
食
糧
の
分
野
で
発
展
著
し
い

ア
ジ
ア
各
国
と
の
協
力
関
係
を

構
築
で
き
る
ガ
ン
マ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、

本
市
と
し
て
農
研
機
構
と
話
し

合
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
か
。

農
研
機
構
の

話
で
は
、
今

後
の
放
射
線
照
射
業
務
に
つ
い

て
現
時
点
で
は
何
も
決
定
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

市
と
し
て
は
、
今
後
も
し
施
設

が
撤
退
と
な
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
そ
の
時
点
で
跡
地
利
用
と

い
う
観
点
か
ら
有
効
利
用
の
可

能
性
を
検
討
し
ま
す
。

＊
１　

�

常
陸
大
宮
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、

那
珂
市
、
大
子
町
、
東
海
村
に
よ

る
共
同
採
択

＊
２　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

（
農
業
や
食
品
産
業
の
研
究
を
行

う
国
立
研
究
開
発
法
人
）

教
育
長

教
育
長

教
育
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長
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一 般 質 問

議員

※�録画配信をご覧
いただけます。

大貫　道夫

消
滅
可
能
性
都
市
に
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
人
口

減
少
対
策
は

企
画
部
長
／
実
情
に
応

じ
た
人
口
減
少
対
策
を

　
人
口
減
少
は
国
全
体
の
話
で

は
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性
が
、

2
0
2
3
年
で
1
2
7
3
万

人
、
と
こ
ろ
が
ゼ
ロ
歳
か
ら
19

歳
ま
で
は
、9
5
8
万
9
0
0
0

人
で
75
・
3
％
に
な
る
。
国
全

体
と
し
て
減
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
今
回 

ま
た 

人
口
問
題

で
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ら
れ
た

報
道
が
あ
っ
た
。
合
計
特
殊
出

生
率
1・20
、統
計
を
取
り
始
め

て
初
め
て
の
少
な
い
数
字
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
先
ず

分
析
手
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
回
の
分
析

に
つ
い
て

は
、
出
生
と
死
亡
だ
け
の
要
因

で
人
口
が
変
化
す
る
と
仮
定
し

た
封
鎖
人
口
を
活
用
し
た
新
た

な
分
析
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
新
た
な
手
法
を
用
い
た
推

計
と
人
口
移
動
が
一
定
程
度
続

く
と
仮
定
し
た
移
動
仮
定
に
よ

る
従
来
の
推
計
を
比
較
す
る
こ

と
で
、
封
鎖
人
口
に
お
い
て
若

い
女
性
人
口
が
急
減
す
る
地
域

で
は
自
然
減
対
策
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
な
ど
地
域
で
取
り
組

む
べ
き
対
策
が
明
確
に
な
っ
て

い
る
。

円
安
の
本
市
へ
の

影
響
は

企
画
部
長
／
ま
だ
先
が

見
え
な
い
と
捉
え
て
い
る

　
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
2
0
1
1
年
10
月
31
日

の
為
替
レ
ー
ト
は
75
円
32
銭
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
は
、
今

ま
で
の
最
高
値
の
1
5
0
円
か

ら
1
6
0
円
で
す
。
円
安
の
評

価
も
様
々
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

立
場
、い
ろ
い
ろ
な
考
え
、整
理

の
仕
方
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

円
は
国
力
を
示
す
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
円
安
が
市
民
生
活

へ
与
え
る
影
響
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

市
民
生
活
へ

の
影
響
は
本

市
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い

が
、
原
材
料
な
ど
を
輸
入
に
依

存
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
電

気
、
ガ
ス
や
食
料
品
の
高
騰
は

顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本

市
で
は
こ
れ
ま
で
子
育
て
世
帯

生
活
応
援
商
品
券
の
配
布
や
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
す

る
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
行
き
先

が
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。　

農
業
基
本
法
等

の
見
直
し
が

産
業
観
光
部
長
／
国
の

動
向
は

　
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め

に
農
業
の
構
造
的
変
化
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
今
、
食
と
農
の

基
本
法
の
見
直
し
が
、
補
完
す

る
法
律
と
し
て
、
食
料
供
給
困

難
事
態
対
策
法
と
農
地
関
連

法
、
農
業
に
A
I
技
術
を
導
入

す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
革

新
を
図
る
新
法
な
ど
が
制
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
農
業
を

め
ぐ
る
日
本
全
国
の
状
況
と
い

う
の
は
、
農
業
従
事
者
は
、
29

歳
以
下
は
１
％
、
50
歳
以
下
は

21
% 

、70
歳
以
上
は
57
%
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
も
同
様
に
、
米
価
も
22

年
23
年
で
２
割
か
ら
３
割
に
落

ち
て
い
る
の
で
、
農
業
を
あ
き

ら
め
る
人
が
増
え
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

国
の
農
業
基
本
法
等
の
動
向
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。国

に
お
い
て

は
「
食
料
安

全
保
障
の
抜
本
的
な
強
化
」、

「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
産
業

へ
の
転
換
」、「
人
口
減
少
下
に

お
け
る
生
産
水
準
の
維
持
・
発

展
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

維
持
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
が
５
月
29
日
の
参
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
改
正
は
、
諸
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
食
料

安
全
保
障
の
確
保
、
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の

確
立
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展

の
た
め
の
生
産
性
の
向
上
、
農

村
に
お
け
る
地
域
社
会
の
維
持

等
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

企
画
部
長

企
画
部
長

産
業
観
光
部
長
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一 般 質 問

※�録画配信をご覧
いただけます。

その他の質問

議員

・
２
期
目
に
向
け
た
考
え
方
に
つ

い
て

・
教
科
書
単
独
採
択
に
つ
い
て

・
合
併
20
周
年
に
つ
い
て

髙村　　功

小
中
学
校
給
食
費

無
償
化
の
考
え
は

市
長
／
無
償
化
は
、
国

の
方
針
で
行
う
べ
き

　
県
内
で
は
、
小
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
は
16
自
治
体
。
先

行
し
て
中
学
校
の
み
の
無
償
化

が
４
自
治
体
な
ど
、
20
自
治
体

へ
と
確
実
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
市
長
は
、
元
来
国
の
方
針

の
下
に
行
う
べ
き
と
の
こ
と
で

す
が
、
考
え
は
。

基
本
的
に
保
護
者

の
負
担
が
あ
っ
て

よ
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

無
償
化
は
、
国
が
実
施
し
て
初

め
て
全
国
的
に
公
平
な
教
育
環

境
が
整
う
と
考
え
る
た
め
、
国

の
方
針
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
政
策
冊
子
の
中
で
、「
親
が
成

長
で
き
る
最
大
の
機
会
」
と
し

て
い
ま
す
。
無
償
化
に
取
り
組

ま
な
い
理
由
と
し
て
は
か
け
離

れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代

は
、
30
年
間
も
賃
金
が
上
が
ら

な
い
。
非
正
規
雇
用
が
常
態
化

し
、
電
気
代
や
ガ
ス
代
な
ど
を

含
め
未
曽
有
の
物
価
高
が
生
活

を
直
撃
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現

実
で
す
。
考
え
は
。

子
ど
も
が
親
の
言

葉
か
ら
だ
け
で
な

く
、
生
活
の
中
か
ら
も
自
然
と

様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、
成
長

し
て
い
る
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、子

供
の
成
長
が
親
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
時

代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
政
策
冊
子
の
中
で
、
市
長
の

言
う
国
体
と
は
。

	

国
柄
と
い
う
意
味

合
い
で
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
そ
れ
を
安
易
に
無
償
化
す

れ
ば
、
国
体
を
失
い
か
ね
な
い
」

と
の
こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
学
校

給
食
費
を
無
償
化
に
す
る
こ
と

が
、
国
体
を
失
う
こ
と
の
な
る

の
か
。

我
々
人
間
を
含
む

哺
乳
類
は
、
す
ぐ

に
は
自
立
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
基
本
的
に
親
が
子

供
が
自
立
で
き
る
ま
で
の
一
定
期

間
世
話
を
す
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
世
話
の
根
本

は
食
料
調
達
で
あ
り
、
生
き
る
た

め
に
絶
対
必
要
な
「
食
」
と
い
う

も
の
を
調
達
し
て
い
る
か
ら
親
子

の
信
頼
関
係
が
芽
生
え
、
強
ま
っ

て
い
く
の
が
生
き
物
の
本
能
で
あ

ろ
う
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
怠
れ
ば
、
例
え
ば
ネ
グ
レ

ク
ト
で
す
ね
。
た
ち
ま
ち
信
頼
関

係
に
亀
裂
が
生
ま
れ
、国
の
最
小

単
位
で
あ
る
家
族
が
崩
壊
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
生
じ
、
そ
れ
は
ま

さ
に
国
柄
に
ま
で
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
私

は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の

状
況
は

地
域
創
生
部
長
／
予
約
見

送
り
の
ケ
ー
ス
は
少
な
い

　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
て
、（
予
約
お
断
り
ケ
ー
ス

が
）ど
う
改
善
さ
れ
た
の
か
。

運
行
で
は
、

随
時
予
約
も

可
能
に
な
る
な
ど
柔
軟
な
配
車

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約
が

い
っ
ぱ
い
の
た
め
、
利
用
を
見

送
っ
た
件
数
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
土
曜
日
ま
で
運
行
に
な
っ
た

が
、
利
用
率
は
。

４
月
の
土
曜

日
は
４
回
で

延
べ
34
人
、
５
月
は
３
回
で
延

べ
34
人
が
利
用
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
日
・

祝
日
の
運
行
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

土
・
日
・
祝

日
の
運
行
に

大
き
な
課
題
と
な
る
の
が
、
運

転
手
の
確
保
及
び
休
日
、
休
憩

を
含
む
体

制
の
構
築

と
管
理
で

す
。
利
用

状
況
を
注

視
し
つ
つ

協
議
・
研

究
を
し
て

い
き
ま

す
。

市
長

市
長

市
長

市
長

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長
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一 般 質 問

その他の質問

議員

※�録画配信をご覧
いただけます。

・
消
防
団
員
の
滑
落
事
故
に
つ
い
て

三次　弘史

２
期
目
の
市
政
運

営
は

市
長
／
市
民
が
明
る
く

健
康
で
楽
し
め
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
組
む

　
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的

な
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
重
点

施
策
を
踏
襲
し
つ

つ
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
等
を
目
標
と
し
た
施
策
を
併

わ
せ
て
展
開
し
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
あ
る
い
は
独
身
の

方
か
ら
子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア

世
代
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の

市
民
が
明
る
く
健
康
で
楽
し
め

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

先
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
市
政
運
営
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

雇
用
創
出
に
力
を

入
れ
た
施
策
展
開

は市
長
／
民
間
事
業
者
が

進
出
し
や
す
い
環
境
整

備
に
努
め
る

　
少
子
化
の
背
景
は
複
雑
で
す

が
、
都
市
部
に
若
い
女
性
が
集

中
し
て
い
る
こ
と
が
、
婚
姻
数

の
減
少
に
な
り
、
特
に
地
方
で

は
少
子
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
若
い
女
性
が
増
え
る
よ
う

な
取
組
も
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
女
性
に
限
ら
ず
若
い
世

代
に
、
安
定
し
た
雇
用
を
確

保
・
提
供
す
る
こ
と
は
、
結
婚

し
た
い
人
を
増
や
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
従
っ
て
少
子
化
対

策
の
基
本
的
な
取
組
と
し
て
、

雇
用
創
出
に
力
を
入
れ
た
施
策

展
開
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

良
質
な
雇
用
を
創

出
さ
せ
、
若
者
の

所
得
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、

少
子
化
や
人
口
減
少
対
策
の
基

本
的
な
事
項
と
し
て
認
識
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
市
内
事
業

者
へ
の
創
業
支
援
等
を
行
い
雇

用
の
創
出
・
安
定
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
単
独
で
実
施
で
き
る

取
組
は
規
模
的
に
も
非
常
に
限

定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、

廃
校
な
ど
企
業
立
地
が
可
能
な

遊
休
地
を
積
極
的
に
公
開
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
が
進
出
し
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

要
望
書
の
取
扱
い

状
況
は

企
画
部
長
／
提
出
者
へ
、

そ
の
経
緯
を
早
く
連
絡

す
る
よ
う
対
応
す
る

　
要
望
書
の
取
扱
い
、
処
理
状

況
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

「
市
民
の
声
」

等
に
よ
る
要

望
は
、
内
容
を
確
認
し
、
所
管

す
る
課
等
に
対
応
を
依
頼
し
、

そ
の
結
果
を
提
出
者
へ
回
答
し

て
い
ま
す
。
次
に
、
区
か
ら
の

要
望
は
、
担
当
課
に
直
接
提
出

い
た
だ
き
、
内
容
に
よ
っ
て
、

現
地
を
確
認
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
件
数
は
、
令
和
４
年
度
が

6
3
7
件
、
令
和
５
年
度
が

3
9
4
件
で
、
未
処
理
の
割
合

は
、
令
和
４
年
度
が
１5
％
、
令

和
５
年
度
が
23
％
で
し
た
。
な

お
、
未
処
理
に
な
っ
て
い
る
も

の
は
、
緊
急
性
や
関
係
者
な
ど

と
の
調
整
、
費
用
が
要
す
る
も

の
で
、
優
先
順
位
を
判
断
し
対

応
し
て
い
ま
す
。
提
出
者
へ

は
、
対
応
の
可
否
や
検
討
・
経

過
観
察
等
に
時
間
を
要
す
る
場

合
で
も
、
そ
の
経
緯
を
早
い
段

階
で
連
絡
で
き
る
よ
う
対
応
し

ま
す
。

市
長

市
長

企
画
部
長

廃校を企業誘致に活用しては
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一 般 質 問

※�録画配信をご覧
いただけます。

議員
小原　明彦

地
域
振
興
に
お
け

る
器
具
の
貸
出
支

援
に
つ
い
て

地
域
創
成
部
長
／
相
談
す

る
よ
う
案
内
し
て
い
き
ま
す

　
側
溝
の
蓋
上
げ
器
具
に
は
、

テ
コ
の
原
理
で
１
人
で
持
ち
上

げ
ら
れ
る
も
の
か
ら
様
々
な
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
備
品
と

し
て
貸
し
出
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
全
国
的
に
も
備

品
、
器
具
の
貸
出
し
に
よ
る
支

援
を
進
め
ら
れ
て
い
る
自
治
体

が
あ
り
ま
す
。
活
動
団
体
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
等

へ
の
器
具
の
貸
出
し
支
援
、
周

知
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

竹
材
粉
砕

機
は
、
貸
付

け
を
し
て
い
ま
す
が
、
側
溝
の

蓋
を
持
ち
上
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、

土
木
建
設
課
に
相
談
す
る
よ
う

案
内
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
と
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

研
究
・
調
査
し
て
い
き
ま
す

　
健
康
づ
く
り
推
進
の
具
体
策

に
つ
い
て
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
活
用
し

て
健
康
維
持
を
楽
し
く
励
み
に

で
き
る
よ
う
な
工
夫
、
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

ヘ
ル
ス
ケ
ア

ポ
イ
ン
ト
の

取
り
組
み
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
な
ど
を
参
考
に
、
今
後
調

査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
行
政
に

つ
い
て
は

教
育
部
長
／
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
改
善
し

て
い
き
ま
す

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ

い
て
、
学
校
の
規
模
ご
と
の
目

安
が
文
部
科
学
省
で
定
め
ら

れ
、
各
教
育
委
員
会
に
ネ
ッ
ト

環
境
の
分
析
や
通
信
契
約
の
見

直
し
等
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
お
け
る
通
信
速
度

の
基
準
を
ふ
ま
え
た
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

	
	

本
市
で
計
測

し
た
結
果
で

は
小
中
学
校
１5
校
中
、
３
校
が

国
の
通
信
速
度
の
目
安
に
達
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
国
の

通
信
速
度
の
目
安
を
満
た
す
よ

う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
多
様
化
対
応

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
周
知
し
て
い
た
だ
い
た
う
え

で
、
軽
量
タ
イ
プ
や
機
能
性
、

デ
ザ
イ
ン
等
を
家
族
の
中
で
相

談
さ
れ
有
意
義
な
選
択
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
周
知
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル

を
準
備
す
る

時
期
が
就
学
前
の
お
子
さ
ん
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
本
庁
舎
こ

ど
も
課
窓
口
に
掲
示
す
る
な
ど

今
後
も
幅
広
い
周
知
に
努
め
て

い
き
ま
す
。　

　
学
校
内
の
給
水
機
、
給
水
ス

ポ
ッ
ト
は
現
状
小
中
学
校
15
校

の
う
ち
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の

は
５
校
で
あ
り
、
マ
イ
ボ
ト
ル
、

水
筒
へ
の
補
充
に
も
不
自
由
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
設
置
、

導
入
に
あ
た
り
国
か
ら
１＿
２
の

補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
今
後
の

設
置
整
備
、
拡
充
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

引
き
続
き
水

筒
の
持
参
を

呼
び
か
け
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
、
既
設
の
冷
水
機
を
使
用
し

て
熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
冷
水
器
の
未
設
置
の
学

校
へ
の
対
応
も
含
め
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
創
生
部
長

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

給水機を利用する大宮市内の小学生の児童
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一 般 質 問

その他の質問

議員

※�録画配信をご覧
いただけます。

・
道
路
の
整
備
と
安
全
対
策
に

��

つ
い
て

髙村　和郎

福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
事
業

の
見
直
し
は

保
健
福
祉
部
長
／
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す

　
制
度
開
始
以
来
、
助
成
金
額

の
見
直
し
は
な
い
が
、
高
齢
化

も
進
み
、
単
身
高
齢
者
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
手
順
も

含
め
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

制
度
開
始
か

ら
、
約
20
年

経
過
し
て
い
る
中
、
助
成
金
額

の
見
直
し
は
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
事

業
と
の
す
み
分
け
も
課
題
と
捉

え
て
い
ま
す
。
手
順
は
担
当
部

課
で
原
案
を
作
成
し
、
政
策
財

政
会
議
及
び
庁
議
で
審
議
し
、

見
直
し
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
市

長
の
決
裁
を
受
け
、
規
則
の
改

正
を
行
い
、
事
業
の
実
施
と
な

り
ま
す
。

本
市
の
転
用
不

許
可
の
農
地
の

現
状
は

農
業
委
員
会
事
務
局
長

／
遊
休
農
地
化
し
て
い

る
農
地
も
存
在

　
本
市
の
不
許
可
と
さ
れ
る
農

用
地
区
域
内
農
地
、
甲
種
農

地
、
第
一
種
農
地
の
面
積
と
耕

作
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

農
用
地

区
域
内

農
地
と
第
一
種
農
地
は
ほ
ぼ
同

じ
位
置
づ
け
で
、
将
来
的
に
農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
農
地

で
あ
り
、転
用
は
原
則
不
許
可
で

す
。
そ
の
面
積
は
お
よ
そ

２
８
０
０
h
a
で
あ
り
、
全
農

地
面
積
５
４
６
０
h
a
の
約

5１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

現
状
を
踏
ま
え

て
の
対
応
は

農
業
委
員
会
事
務
局
長

／
遊
休
農
地
の
解
消
や

発
生
防
止
に
努
力

　
第
一
種
農
地
区
分
で
あ
っ
て

も
、
長
い
間
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
水
田
と
し
て
の
用
に

供
さ
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。
転
用
需
要
に
対
応
す
る
た

め
の
項
目
に
該
当
し
な
け
れ

ば
、
転
用
は
認
め
て
も
ら
え
ず
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。
所
有
者
と
向
き
合
い
、

将
来
を
見
据
え
て
の
意
向
調
査

や
現
状
を
把
握
し
た
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

	

農
業
委

員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ

る
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
、

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
に
よ

り
、
情
報
を
共
有
し
、
遊
休
農

地
の
解
消
や
発
生
防
止
に
努
力

し
て
い
ま
す
。

現
状
に
合
わ
せ
た

見
直
し
は

農
業
委
員
会
事
務
局
長

／
様
々
な
視
点
か
ら
検

証
し
、
慎
重
に
判
断

　
農
地
区
分
は
指
定
か
ら
時
間

が
経
過
し
、
取
り
巻
く
環
境
が

変
わ
り
、
所
有
者
は
自
ら
耕
作

出
来
な
く
な
っ
た
と
き
、
打
開

策
が
見
つ
か
ら
ず
、
結
果
、
放

置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
状
に
合
わ
せ
た
見
直
し
、
対

策
が
な
け
れ
ば
、
放
置
さ
れ
、

荒
廃
が
進
む
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

	

時
間
の

経
過
に

伴
い
、
状
況
に
変
化
が
あ
る
場

合
、
上
位
機
関
、
庁
内
関
係
部

署
と
調
整
し
、
様
々
な
視
点
か

ら
検
証
し
、
慎
重
に
判
断
し
ま

す
。
農
地
区
分
ご
と
の
転
用
は

法
の
節
度
を
保
ち
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
地
権
者
や
地
域
の
思

い
に
寄
り
添
う
形
で
運
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

遊休農地・荒廃農地の判例事例
(関東農政局資料より)
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一 般 質 問

※�録画配信をご覧
いただけます。

その他の質問

議員

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

岡﨑　欣也

令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て　

常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業

市
長
／
お
洒
落
な
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成

　
ま
ち
の
活
気
や
賑
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間

投
資
を
呼
び
込
む
な
ど
の
経
済

的
な
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
ソ
フ
ト
事
業
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
業
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
ど
の
よ
う
な
民
間
投
資

を
呼
び
込
む
か
を
伺
い
ま
す
。

賑
わ
い
創
出
の
た

め
、
三
つ
の
施
策

を
軸
に
考
え
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と

し
た
医
療
、
福
祉
施
設
と
の
連

携
や
、
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
の
計
画
、

二
つ
目
は
、
回
遊
性
向
上
に
向

け
た
、
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な

仕
掛
け
づ
く
り
や
景
観
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
と
自
転
車
活
用

の
推
進
、
三
つ
目
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
対
策
と
し
て
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
空
き
家
の

活
用
で
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事
業

を
同
時
に
進
め
、
暮
ら
し
や
す

い
、
利
便
性
の
高
い
ま
ち
が
出

来
る
こ
と
に
よ
る
住
居
の
増
加

と
、
そ
れ
に
伴
な
っ
た
民
間
事

業
者
に
よ
る
投
資
を
呼
び
込
む

こ
と
で
、
経
済
的
な
相
乗
効
果

を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

体
外
受
精
及
び
顕
微
授

精
な
ど
の
不
妊
治
療
は

市
長
／
不
妊
治
療
の
全

額
助
成
事
業
を
継
続

　
県
内
で
唯
一
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
体
外
受
精

及
び
顕
微
授
精
な
ど
の
不
妊
治

療
を
行
っ
た
夫
婦
へ
の
保
険
適

用
外
の
自
己
負
担
分
の
全
額
助

成
、令
和
６
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

　
鈴
木
市
長
が
こ
の
よ
う
な
助

成
制
度
を
行
う
と
思
っ
た
理
由

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

私
自
身
が
不
妊
治

療
の
経
験
者
で
あ

り
、
こ
の
治
療
は
経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
負
担
が
大
き
く
、

何
回
治
療
を
重
ね
れ
ば
子
供
が

授
か
る
の
か
、
先
の
見
え
な
い

不
安
を
抱
え
な
が
ら
経
済
的
・

精
神
的
負
担
を
負
い
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

真
剣
に
子
供
が
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
ご
夫
妻
な
ら
生
ま

れ
た
子
供
を
愛
情
を
持
っ
て
育

て
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
行
政
と
し
て
何
が
で

き
る
か
を
考
え
た
と
き
、
子
供

を
希
望
す
る
夫
婦
が
経
済
的
な

理
由
か
ら
治
療
を
断
念
す
る
こ

と
な
く
、
不
妊
治
療
に
専
念
で

き
る
よ
う
経
済
的
支
援
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

観
光
を
軸
と
し
た
地

域
振
興　

道
の
駅

常
陸
大
宮

市
長
／
高
齢
者
の
健
康

増
進
と
平
日
集
客

　
南
部
エ
リ
ア
に
公
式
大
会
の

誘
致
も
視
野
に
、
新
た
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
、平

日
の
集
客
力
の
拡
大
、新
た
な
利

用
者
層
の
開
拓
に
つ
な
げ
る
。

　
年
間
ど
れ
く
ら
い
の
公
式
大

会
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す

か
？
ま
た
、
平
日
の
集
客
力
拡

大
を
予
想
し
て
い
ま
す
か
？
伺

い
ま
す
。

大
き
な
も
の
で

は
、
公
益
財
団
法

人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
が
主
催
す
る
全
国
大
会
が
年

3
回
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
年
1
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
や
市
町
村
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等

の
団
体
が
主
催
す
る
も
の
な

ど
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
人

気
を
示
す
よ
う
に
、
各
地
で

様
々
な
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
式
大
会
と
な
り
ま
す

と
１
０
０
０
人
規
模
、
市
内
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
大
会
で
は
約

１
０
０
人
規
模
の
集
客
が
見
込

め
る
と
想
定
し
て
ま
す
。
今

後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
計
画
の
詳
細
を
決
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
道

の
駅
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う

立
地
条
件
を
生
か
し
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
式

大
会
も
含

め
大
会
を

誘
致
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

市
長

市
長

市
長
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一 般 質 問

その他の質問

議員

※�録画配信をご覧
いただけます。

三次　雅子

・
市
制
施
行
20
周
年
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
山
方
宿
駅
の
施
設
に
つ
い
て

教
科
書
単
独
採
択

の
経
緯
と
理
由

教
育
長
／
基
本
理
念
と

基
本
方
針
に
則
し
た
採
択

　
単
独
採
択
は
平
成
27
年
の
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
18
対
１

で
可
決
さ
れ
10
年
近
く
た
っ

て
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
単
独
採

択
に
切
り
替
え
る
の
か
。
単
独

採
択
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

単
独
採
択
に

至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
採
択
方
式
の　

理
解
を
深
め
る
研
修
、
教
育
方

針
に
沿
っ
た
採
択
を
協
議
し
て

き
ま
し
た
。
可
決
後
す
ぐ
に
取

り
組
ま
な
か
っ
た
理
由
は
教
育

委
員
会
で
慎
重
に
協
議
を
重

ね
、
採
択
地
区
変
更
に
当
た
り

県
の
承
認
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
調
整
が
必
要
だ
っ
た
た
め
で

す
。

　
出
版
社
が
自
由
社
と
聞
こ
え

て
い
ま
す
。
な
ぜ
自
由
社
と
聞

こ
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

単
独
採
択
と

し
た
理
由

は
、
教
育
大
綱
に
基
づ
く
基
本

理
念
、
基
本
方
針
に
即
し
た
教

科
書
を
採
択
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
。
特
定
の
教
科
書

会
社
を
採
択
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
る

と
の
ご
指
摘
で
す
が
、
現
段
階

で
採
用
す
る
教
科
書
が
決
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
は
国
の
公
正
確
保

の
徹
底
等
、
通
知
の
方
針
に
基

づ
き
、
外
部
か
ら
の
働
き
か
け

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
静

ひ
つ
な
環
境
を
確
保
し
、
綿
密

な
調
査
研
究
を
踏
ま
え
た
上

で
、
適
正
か
つ
公
正
に
採
択
し

て
い
き
ま
す
。

泉
坂
下
遺
跡
の
出

土
遺
物
の
取
扱
い

教
育
部
長
／
有
効
な
展

示
、公
開
、活
用
の
検
討

　

平
成
29
年
に　

国
指
定
史

跡
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
史
跡
を
適

切
に
保
管
、
管
理
し
、
公
開
し

て
い
く
こ
と
は
、
市
の
文
化
的

価
値
を
高
め
る
た
め
欠
か
せ
な

い
こ
と
で
す
。
展
示
等
効
果
的

な
活
用
を
望
み
ま
す
が
考
え
を

伺
い
ま
す
。

遊
休
施
設
の

再
利
用
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
検
討
も
含
め

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
貴
重
な
市
の
財
産
で
あ

り
、
未
来
に
残
す
べ
き
資
源
で

あ
る
と
認
識
し
有
効
な
展
示
、

公
開
、
活
用
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

か
わ
プ
ラ
ザ
周
辺

の
交
通
渋
滞
の
緩

和
対
策

産
業
観
光
部
長
／
駐
車

場
不
足
の
解
消
に
取
り

組
む

　
国
道
１
１
８
号
の
交
通
渋
滞

は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
課
題
と

し
て
い
た
こ
と
で
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
い
う
の
は
ど

う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
が
必

要
か
よ
く
考
え
検
討
を
伺
い
ま

す
。

人
気
の
道
の

駅
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
交
通
渋
滞
、
駐

車
場
不
足
解
消
に
取
り
組
み
、

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
施
策
展

開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
部
長

人面付壺形土器
「いずみ」

産
業
観
光
部
長
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一 般 質 問

※�録画配信をご覧
いただけます。

その他の質問

議員

・
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

・
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
市
政
課
題
に

つ
い
て

𠮷川　美保

聴
覚
に
不
安
の
あ

る
方
と
の
窓
口
対

応
は

保
健
福
祉
部
長
／
説
明

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

し
援
助
を
行
う

　
市
役
所
窓
口
で
は
、
聴
覚
に

不
安
の
あ
る
方
と
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

窓
口
に
「
耳

マ
ー
ク
」
を

掲
示
し
、
筆
談
等
で
対
応
す
る

ほ
か
、
説
明
内
容
等
を
よ
り
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本

年
４
月
に
説
明
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
て
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

更
な
る
対
応
と
し
て
、

※
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
し
、
導
入

の
検
討
を
も
進
め
て
頂
け
る

か
。

「
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
」

は
、
耳
の
不
自
由
な
方
と
の
窓

口
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
と
し
て
、
今
後
、
試
験

導
入
を
し
た
他
自
治
体
の
検
証

結
果
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
周

知
を
妊
産
婦
へ
も

保
健
福
祉
部
長
／
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

援
助
の
提
供
に
努
め
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
援
助
者
と

利
用
者
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。
ま
た
、
市
外
か

ら
転
入
し
て
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
方
や
妊
産
婦
は
も
と
よ

り
、
３
つ
の
援
助
活
動
が
あ
る

同
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
進
め
て

欲
し
い
が
。

３
つ
の
援
助

サ
ー
ビ
ス
の

中
で
は
、
家
事
援
助
と
移
送
援

助
の
利
用
が
多
い
状
況
で
す
。

　
又
、
妊
産
婦
の
会
員
登
録
は

無
く
、
利
用
実
績
が
無
い
の
が

現
状
で
す
。
関
係
機
関
等
と
連

携
し
て
利
用
に
関
す
る
周
知
を

図
り
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

　
今
後
の
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
の
見

直
し
を
実
施
し
な
が
ら
広
く
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
事
業
継
続
の
た
め
に
利
用
会

員
と
援
助
会
員
の
募
集
に
努
め

ま
す
。

西
塩
子
の
回
り
舞

台
へ
の
支
援
は

教
育
部
長
／
次
の
世
代

へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
む

　
定
期
公
演
に
は
、
舞
台
組
み

立
て
資
金
と
人
手
、
又
、
未
来

に
残
す
記
録
の
整
理
も
必
要
で

す
。
行
政
と
し
て
の
支
援
は
。

西
塩
子
の
回

り
舞
台
保
存

会
発
足
か
ら
30
年
を
経
て
、
西

塩
子
地
区
に
お
い
て
も
担
い
手

の
高
齢
化
や
物
価
高
騰
に
よ
る

事
業
費
の
増
額
等
、
組
み
立
て

公
演
に
向
け
て
の
問
題
が
山
積

み
し
て
い
ま
す
。
組
み
立
て
公

演
を
持
続
可
能
と
す
る
具
体
的

な
手
段
を
、
保
存
会
や
関
係
団

体
と
協
議
検
討
し
、
伝
統
文
化

を
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※�

集
音
器
で
相
手
の
声
を
拾
い
、耳
周
辺

の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
る

新
し
い
技
術
の
イ
ヤ
ホ
ン
で
、
耳
穴
を

塞
が
な
い
た
め
周
囲
の
音
が
良
く
聞
こ

え
る
。
イ
ヤ
ホ
ン
自
体
に
も
凹
凸
が
な

く
、
衛
生
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

西塩子の回り舞台第7回定期講演（令和元年10月19日）
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一 般 質 問

議員

※�録画配信をご覧
いただけます。

小河原　利一郎

２
期
目
の
政
策
目

標
に
つ
い
て

市
長
／
限
ら
れ
た
人
材
、
財

源
、時
間
の
中
で
最
大
の
効
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
取
組
む

　
１
期
目
の
政
策
目
標
で
あ
る

人
口
流
出
を
防
ぐ
強
力
な
ダ
ム

の
構
築
で
す
が
、
評
価
は
い
か

が
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

３
つ
の
戦
略
を
設

定
し
政
策
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。「
住
み
た
い
～

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」、

「
育
て
た
い
～
子
育
て
支
援
と

教
育
の
充
実
～
」、「
来
た
い
～

新
た
な
魅
力
の
創
出
と
磨
き
上

げ
～
」、
市
長
就
任
か
ら
４
年
が

経
過
し
た
現
在
着
実
に
効
果
を

発
揮
し
始
め
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

２
期
目
の
政
策
目
標
に
も
、

県
北
山
間
の
人
口
流
出
を
防
ぐ

ダ
ム
の
強
靭
化
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
な
構
想
、
施
策
を
伺
い

ま
す
。

「
住
み
や
す
く
、安

心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
誰
も

が
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
３
本

の
政
策
目
標
を
総
力
を
挙
げ
て

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
実
績
に
つ

い
て

保
健
福
祉
部
長
／
全
額
助
成

後
の
、
助
成
件
数
、
出
産
件

数
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
、
常
陸
大
宮
市
で
は
、
保

険
適
用
対
象
外
の
先
進
医
療
も

助
成
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
績
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

先
進
医
療
の

実
績
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
は
20
件
、

令
和
５
年
度
は
、
59
件
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
補

助
制
度
（
地
区
内

連
携
）
に
つ
い
て

建
設
部
長
／
茨
城
県
内

第
１
号
と
し
て
実
施

　

交
通
安
全
対
策
補
助
制
度

（
地
区
内
連
携
）
の
抽
ヶ
台
地

区
、
根
本
地
区
の
状
況
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	
	

令
和
３
年
度

か
ら
抽
ヶ
台

地
区
を
実
施
し
、
本
年
度
、
事

業
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
根
本
地
区
で
の
事
業
も
現

在
並
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
小
中
学
校
区
の
通
学

路
に
お
い
て
、
安
全
対
策
を
必

要
と
し
て
い
る
箇
所
は
ま
だ
多

く
存
在
し
、
対
策
整
備
を
実
施

し
て
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
山
方
小
学
校
・
山
方
中
学
校

か
ら
旧
道
ま
で
の
通
学
路
で
早

急
な
改
良
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
対
象
候
補
地
に
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

	

通
学
エ
リ
ア

の
現
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
狭
小
区
間
が
多

く
、
朝
夕
の
時
間
帯
で
の
車
両

通
行
が
多
い
こ
と
、
地
域
の
生

活
道
路
と
し
て
も
安
全
対
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
市
と

し
て
も
早
急
に
拡
幅
改
良
等
が

必
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
県
等
関
係
機
関
と

の
協
議
や
調
査
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

市
長

市
長

保
健
福
祉
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

安全対策が必要な山方小・中学校の通学路
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令和6年  議会報告会・　　意見交換会を開催しました!令和6年  議会報告会・　　意見交換会を開催しました!
　５月15・25日、市内５会場において議会報告会を開催しました。
　81名にご参加いただき、様々なご意見を伺うことができました。
　いただいたご意見・ご要望をもとに政策課題を見つけ、課題解決に向けて調査研究に取り組んで
まいります。

５/15（水）午前10時　美和13人

5/15（水）午後２時　御前山12人

5/15（水）午後２時　緒川10人 ５/15（水）午前10時　山方15人

５/25（土）午後１時30分　大宮31人

質疑応答 主な質疑応答
【大宮会場】 Ｑ調査した報告だけではなく、その結果をどのように行政に反映させているのか？
	 Ａ 事業の執行状況や制度が市民にどう影響しているか調査し、所管課へ伝えている。政策提言

等については、現在、その過程を研究中である。

【山方会場】 Ｑ常陸大宮市駅周辺整備と大宮地域以外の整備もしてほしい。
	 Ａ 駅周辺整備のほか、御前山ダムやパークアルカディア整備、山方地域センター改修等も併せ

て実施する予定である。

【美和会場】 Ｑ 有機農業はしっかりした堆肥が必要であり、これからどうするのか？また、販路については、
どのように確立していくのか？

	 Ａ 堆肥については、瑞穂牧場のものを使用し、有機野菜の販路については、特設コーナーを設
けて販売していく。

【緒川会場】 Ｑ太陽光パネルの設置により、里山の景観が失われていくことへの対策は？
	 Ａ太陽光発電に関する条例制定など、庁内や県、近隣市町を参考に検討する。

【御前山会場】 Ｑ産業がなければ移住定住は望めない。少子化対策より先に対処する必要があるのでは。
	 Ａ産業を市内に呼び込むには高速道路まで距離があり、企業の進出は難しい。

議会報告会議会報告会
（１）総務常任委員会 （３） 経済建設常任委員会
・地域振興事業	 ・市道の整備状況について
・路線バス及び乗合タクシーの運行について	 ・常陸大宮駅周辺整備事業
・移住・定住等の推進について	 ・有機農業推進事業
・生活環境等について

（２）文教福祉常任委員会 （４）議会改革推進特別委員会
・教育環境の整備状況について	 ・特別委員会の概要
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令和6年  議会報告会・　　意見交換会を開催しました!令和6年  議会報告会・　　意見交換会を開催しました!
意見交換会意見交換会

テーマ「常陸大宮を考える～これからの常陸大宮市を共に語ろう～」
いただいた意見を掲載させていただきます。貴重なご意見等ありがとうございました。

・	児童生徒の減少が顕著、対策を考えてほしい。
・	今後の区や班制度や民生員児童委員制度の成り手不
足を検討してほしい。
・	国道118号の雑草刈りは、大子町と比較すると本市
は手薄に感じるがどうなのか。
・	防災行政無線の災害時の呼びかけについて、高齢者
に配慮し、住民に緊張感が伝わるような工夫を検討
してほしい。

・	農地の維持と景観保全のため、農業従事者への補助
金制度の充実を強化をしてほしい。
・	過疎地域の水道管の交換等整備への不安がある。
・	防災行政無線で一人暮らしを狙った犯罪防止の注意
喚起をしてほしい。
・	通学路に防犯灯を設置してほしい。

・	議員の成り手不足を解消するために政治倫理条例を廃止したのを、市民は納得していない。条例が廃止となっ
た経緯と理由を知りたい。政治の透明性を図るべきではないか。
・	議会のチェック機能を高めるよう、審議権、立法調査権を活用してほしい。
・	常陸大宮駅周辺整備事業の当初計画からの増額分を、市民に知らせてほしい。
・	区への助成金の検討や見直しをしてほしい。
・	地区の粗大ごみ集積所へ外部からごみが搬入されるのは問題である。ごみ捨てのルールを明確にしてほしい。
・		運動部の部活動にエアコンが設置された施設を活用してはどうか。（このほか９項目の要望）	 	
大宮二中PTA役員
・	人口増による増税が見込めない中、法人市民税の増税を検討してはどうか。

・	玉川村駅周辺の道路整備（車の渋滞緩和、駅駐車場
の整備）をしてほしい。
・	乗合タクシーの予約方法は高齢者には難しい。
・	移動販売車は高齢者にとってありがたいので、一層の
促進をしてほしい。
・	市道の整備に関して要望しても検討されているのか
回答がないので、必ず回答を出してほしい。

・	シルバーリハビリ体操の用具購入や資格習得に対し
ての費用の助成をしてほしい。
・	廃校の管理及び解体については市はどのような対策
をしていくのか。
・	御前山地域には、病院（診療所）がない為、医師を
確保し、病院（診療所）を開院してほしい。
・	常陸大宮高校には、旋盤機があり、国家資格取得のた
め、指導教員を確保した上で、有効に利用してほしい。

山方会場 美和会場

御前山会場緒川会場

大宮会場
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★会場アンケートより
●報告会に関するもの
１．調査報告の内容を分かりやすくスライド等、目に見えるようにして欲しい。
２．調査結果の報告に留まらず、その先の行政と議会の方向性の詳細を知りたい。
３．質疑の回答は必ずして欲しい。

●意見交換会、テーマ等に関するもの
・意見交換のあとの情報を知りたい。
・意見や要望を聞いてもらえた。
・「消滅都市問題」対策などに期待したい。

●参加者の声

●開催方法に関するご意見

●報告会を終えて
　昨年同様に、いただいたご意見・ご要望は市長に提出し、議会所管の各常任委員会において課題解決に
向けて調査研究を進め、結果は議会広報を通してご報告します。
　また、今回は女性の参加者が前回より多く見受けられました。貴重なご意見ありがとうございました。

● 議会報告会において、参
加された方の意見・要望
等を議長・副議長が常陸
大宮市長へ提出しました。

適切である
54.3%

適切でない
8.6%

どちらとも
言えない
25.7%

無回答
11.4%

開催の曜日と時間帯について

ちょうどいい
67.2%

無回答
10.0%

長い1.4%

短い
21.4%

活動報告の時間配分について

ちょうどいい
32.9%

短い
31.4%

無回答
35.7%

意見交換の時間配分について

意見交換会をした後の
情報が知りたい

地域ごとに議員と
区役員との意見交換会

を開催してほしい

もう少し、
参加者が増えるよう

働きかけをしたほうが
いいのでは

(左から）
鈴木市長、武石議長、𠮷川副議長
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閉会中閉会中のの　　　　　　のの活動活動委員会委員会

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

総務常任委員会総務常任委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

議会運営委員会議会運営委員会

５月８日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・所管事務調査報告書（案）について

３月２１日
○第２回定例会会期日程（案）について
５月２９日
○第２回定例会について
　・定例会の会期日程について
　・議案の所管常任委員会の付託について
　・請願陳情の審査について

５月１３日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・所管事務調査報告書（案）について
５月２４日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・温泉事業について
　・子ども広場整備事業について
　・所管事務調査報告書（案）について
　・有機野菜推進事業について

５月１７日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・所管事務調査報告書（案）について

定例会期間中以外も、さまざまな調査や審査を行っています！

議員表彰
　全国市議会議長会、茨城県市議会議長会より、地方自治の振興発展及び市政貢献の功績を称え、
議員に表彰状が授与されました。
　【２０年以上】　　髙村　和郎　議員
　※合併前（町村議会議員）の勤続年数は２分の１として通算されます。
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環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

ままちちかかどどかからら……

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319-2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ　0295－52－1111（代）内線413
　　　　0295－53－0393（直）
ＦＡＸ　0295－52－2186
E-mail　gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ　https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
議会広報は、ホームページでも
ご覧になれます。

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

　
今
年
の
夏
も
猛
暑
と
も
酷
暑
と
も
い
え
る

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
は
、
元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震

に
見
舞
わ
れ
、
先
日
の
、
九
州
・
沖
縄
地
方

の
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の
被
害
や
水
不

足
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
等
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
災
害
が
国
内
各
地
で
お
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
的
災
害
や
犯
罪
も
多
く
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
近
所
の
人
達
や
、

友
達
等
の
絆
を
強
く
深
め
、
消
防
・
警
察
と

の
連
携
を
図
り
、
災
害
や
犯
罪
に
負
け
な
い

常
陸
大
宮
市
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
い
ま

す
。
次
回
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
次
雅
子
）

委
員
長　
𠮷
川　
　
美
保

副
委
員
長　
三
次　
　
雅
子

　
　
　
　
　
小
森　
敬
太
郎

　
　
　
　
　
三
次　
　
弘
史

　
　
　
　
　
髙
村　
　
　
功

　
　
　
　
　
小
河
原　
利
一
郎

　
　
　
　
　
内
海　
雄
一
郎

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会事
務局）において、先着順により交付
します。
　傍聴人の定員は30人ですが、定員
を超えた場合は、４階傍聴人ロビー
のモニターでご覧いただけます。
（第２回定例会の傍聴人は延べ７８人で
した。）

第３回定例会会期日程（予定）
月日 曜 会議 内容
9月3日 火 本会議 開会、議案説明
4日 水 休会 議案調査

5日 木 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑
補正予算

6日 金 休会 議案調査
9日 月 休会 議案調査
10日 火 休会 議案調査
11日 水 本会議 一般質問
12日 木 本会議 一般質問
13日 金 常任委員会
17日 火 常任委員会
18日 水 常任委員会
19日 木 予算決算常任委員会 決算審査
20日 金 予算決算常任委員会 決算審査
24日 火 休会 議案調査

25日 水 本会議
委員会審査報告、
質疑、討論、採決、
閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

表紙の言葉
　東京都から常陸大宮市へ移住され、
「工房　山のは」を開設されました。

お詫びと訂正
議会広報第78号Ｐ.2令和6年度総額と前年度比について誤り
がありました。お詫びして、訂正します。
〈誤〉357億6,970万円　　　　〈正〉404億2,810万円
　　前年度比　0.4％増　　　　　前年度比　0.03％減
※ホームページに公開している議会広報は訂正して、掲載しています。

尺丈山百樹の森ボランティアによる下刈り（令和6年6月16日）

市内最高峰の尺丈山511.5m。市内外のボランティアによる年3回の
下刈りや枝打ち、登山道整備等の活動。
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